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１． に

１ １ 研究 目

年、 方において少 化および 少等が

激化し、多くの 域文化 、 、 、 、

・ 、景観、 など が われ、残存する

域文化もその が になってきている。個性 か

な 域の 文化は、次 に していくべき国

の であり、自らの 域を つめ して 域の

文化を発 し、その に向けた自 的な取組を

める ことが められている。それらの でも「

」は、 域文化を んできた として、文化の

と に重要な を果たしてきたが、空き となっ

て 置されることが え、景観の 化や 域 の

など 々な社会 題を引き こしている。そのよう

な 、 を 域 の 重な文化 と えて、

それに 感する 々を対 とした 生型 設

以 、 生 や 者を対 とした された

域文化体 プロ ラムの開発が られるようになっ

てきている 。また、住宅を 設として活 する

ことによりまち くりにつな ていく も報告され

ている 。 域に した や文化を る ト・コ

ト・モ の が、 前の 域内で たものから

域内 に開かれたもの と推 していることの れと

ることができる。以 より、 域文化を とする

生 の展開は、 域文化に を する 感者の

きを し、 の きを 発し、これらの

きが 域 の新たな 流を生 して 域を える

性があるのではないかと える。空き を 域

として 設に活 することには、 々は 果や

意 、 性があることがうかがえる。そこで、本研

究は 域文化を とする 生 による 域文化

と 域 生の計画 論の構築を目 して、 ト・コ

ト・モ の 性を て、 域文化体 プロ ラム

を する 生 が 域 活と 域文化 に す

る 性を 討し、このような 生 事 成 の

組 を 明することを目的とする。

○ 告 ， 野 ， 野 一

LI Kuigao, TOKUONO Tetsu, NISHINO Yuichiro

In this study, the externally-developed regenerated Minpaku (Regenerated Minpaku
developed by immigrants) in the Inam area of Nanto city, the internally-developed
regenerated Minpaku (regenerated Minpaku developed by local aborigines) in Hinui area of
Onan town, and the multiply-developed regenerated Minpaku (regenerated Minpaku
developed by both immigrants and local aborigines) in the Tangokaido area of Obama city
were chosen as the subjects for the investigation. The process and characteristics of
regenerated Minpaku's establishment were organized, and the relationships between people,
events, and objects at different stages in the regenerated Minpaku developing process were
analyzed. On the basis of such a regenerated Minpaku projects, the expansion and influence
of the regenerated Minpaku were explored, and the structure of the establishment of such
regenerated Minpaku projects was clarified. By investigating the regenerated Minpaku
developed based on the regional culture, the planning theory of regional culture preservation
and regional development regeneration was constructed.
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いる。本研究は、事 体を とした ト・コト・

モ の 性の 態 と分 から、 域 活と 域

文化 に する 生 事 が成 する 組 を

明するものである。

１ ３

事前調 として、 以 の多 な ー スの 報

を提供している アプ 「一 」により、

を活 し、かつ 域文化体 プロ ラムを提供してい

る 事 を し 事 、個別の ーム ー

から 細 報を 集して した。 運営の と

なる トが 域 からの 住者である 発型 生

、 者である内発型 生 、

者と 住者が運営の 体になる複合型 生

、不明 である。その で、事 体の 域との

の いに 目したのは、 域内 との 性構築

の や 組 が異なると えたからである。それら

より、 域文化 と 域 生・ 活の 点から、

生 事 を して 域 生に取り組んでいる 表的

な事 を し、事 体の 域との が異なる

事 を調 対 にした 表 。

ア ン 対 者は、 および 生 運営や

域 くりにかかわる 者である 表 。事 体

に対する ア ン 目は、 生 事 展開の

、 各 における 者とのつながり、 域文

化体 の開発 運営、 域 くり のかかわりなどで

あり、その他の 者に対する ア ン 目は、事

体との 、 生 事 や 域 くりに する

ことである。

２．

を とする トのつながりに 目し、 ト・

コト・モ の 性の拡がりを萌芽 計画

運営展開 展開 域展開 に分け

て明らかにしていく。

なお、本 で す 体的な内容については、 を

すもの以 は、 て調 対 者の発 をもとに

したものである。

２ １ 開

ターンで 住してきた 建築 、

あり は、 を改 した 生 を

に、 の と協 しながら 的な りなどの

り体 も提供している。 自アプ を て観

に の 々な 報を提供し、 域 体・

と新たなコ テ を 成し、 のまち くり

にも 画している。 表的な 発型 生 事 であ

る。図 は、 発型 生 事 各 の ト・コト・

モ の 性の展開を表したものである。

１

市 の は、 市に 住する以前、

と で いていた。 で、テ ロ ーより

の手が となるもの くりに れ、日本に 国する

に、もの くり の いを できそうな 市

に 住した。そこで、 を し

た。

２

が 点の一つとして、 をもてなすため、

年に 一 を改 して、 生 の運

営を開 した。 の 住した 刻

と 域文化を とした 感から事 の芽が生まれた。

本研究における「 ト」とは、 生 の設 び

営・運営において、 を に がる 々であ

る。事 画者や建築 だけでなく、 域文化体 に

わる 域の トや日 の ト、お として来

する ト、 域 くりに わる トなども まれる。

「コト」とは、 生 事 の 画、建 改 設計、

域文化体 、 などの ト に するコト

である。 生 運営と の ・ 体が協力するま

ち くりも まれる。「モ 」とは、 生 として

活 する 建築、 の集合である集 、それらに

より 成される景観や 景などである。建 、 、

や などのモ も まれる。

１ ２ 研究

横 は、 的環境を ト・コト・モ から

いた 。 野は、住宅 生を る ト・コト・モ

の 性の拡 が 域 くりに がることを明らか

にした 。 は、 の活 が 域文化 に

することを明らかにした 。

生 と 域 くりの に 目した研究として

は、 や細 の研究 があるが、 態 に まって

１
発型 生 内発型 生 複合型 生

市 日 市 後
開 年 年 年

運営建
調 時

生 、 、
図と位置図は図 、

生 、 ロント
図と位置図は図 、

生 、 ストラン 、
図と位置図は図 、

調
調 期間

調
対 者

・ 来 建築 ・ 社 表
取

・ 来 刻 ・ 域文化
者

・ 来 ・体 提供者
・ 刻 ・ 域 くり

者
・ 来 社 ー ー
・ 社 ー ー
・ ・一 社

表 事
合計 、図 の 発型 生 事
展開の 図

・ ・ 表取

・ ・内 報提
供者

・ 来 員
・ 員
合計 、図 の内発型 生 事
展開の 図

・ 社会
・ 来 社社
・ 協議会メン ー・

表取
・ 員
・ のオーナー
・ 社 生 事

者
・ 協議会メン ー・

不 表取
合計 、図 の複合型 生 事
展開の 図
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明するものである。
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事前調 として、 以 の多 な ー スの 報

を提供している アプ 「一 」により、

を活 し、かつ 域文化体 プロ ラムを提供してい
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化体 の開発 運営、 域 くり のかかわりなどで

あり、その他の 者に対する ア ン 目は、事

体との 、 生 事 や 域 くりに する

ことである。
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を とする トのつながりに 目し、 ト・

コト・モ の 性の拡がりを萌芽 計画

運営展開 展開 域展開 に分け

て明らかにしていく。

なお、本 で す 体的な内容については、 を

すもの以 は、 て調 対 者の発 をもとに

したものである。

２ １ 開

ターンで 住してきた 建築 、

あり は、 を改 した 生 を

に、 の と協 しながら 的な りなどの

り体 も提供している。 自アプ を て観

に の 々な 報を提供し、 域 体・

と新たなコ テ を 成し、 のまち くり

にも 画している。 表的な 発型 生 事 であ

る。図 は、 発型 生 事 各 の ト・コト・

モ の 性の展開を表したものである。

１

市 の は、 市に 住する以前、

と で いていた。 で、テ ロ ーより

の手が となるもの くりに れ、日本に 国する

に、もの くり の いを できそうな 市

に 住した。そこで、 を し

た。

２

が 点の一つとして、 をもてなすため、

年に 一 を改 して、 生 の運

営を開 した。 の 住した 刻

と 域文化を とした 感から事 の芽が生まれた。
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れた。 と同年 の と は、 別

事 で と り合いになり、 事 や体 プ

ロ ラムに する 報提供者としてメン ーに引き

まれた。また、 若手大 を 成するため、

もメン ーになった。メン ーの は、それ れの

分野から意 を して、 改 活 計画を提 し

た。農 推 事 に され、 の改 を

めることになった。

で設計事 の を する はプロ

ト ションとして を推 した。

は と大 の設計会社を提 し、メン ー

で 討した 果、大 の 社を した。

設計 の とも し、設計 が られた。

年 に の により、改 事を行っ

た。

また、 は に 空き 、

者は する 社の の活 をア イスし、

一 社 社 で、 別 事 の 成

を し、 に した。 は建

の特 に応 て イナー を推 し、

年 に の により、改 事が され、

チ ッ イン・ ・ 者交流の場が られた。

の により めて建築 と 事をする

は内 や造 などの 事を して や

など や と を築いた。 は内

事など の 域住 を提 したが、 は、

イナーの構 を重 し、 域住 を えて

しなかった。

３

年 に運営を開 した。 生 の運営は、

の に ら 、 行 しながら めている。

スタッ の 者・ 都

の 域おこし協力 員・ 者 は、チ ッ

イン・ ・ 内を する。 は 者や

ン会社、 会社に委 する。体 について、 の

特 に く体 プランを り たが、 は、

もない 間 の農村環境が であった。

体 の つ に し、 時間

で 目を う。 の と を目的として、

で新しく ち た若者 が に体

を している 組体 。

の 付け体 組体 。

体 の が提供する。

体 者多い。 は の 報提供により 画

体 農 が を提供し、 は シ

を ながら自分で る。 シ は

が ったが、 の期待に え 、 の

同 生、 の 員・ と農による

域 くり推 者 から推 を受けた 都市

の シ に した。 の開設で、

び 者がいる時に、観 と 者に 事

とコー ーを提供することになり、 の ーター

も多く、 域の 場 として が深まりつつある。

また、 の は の空き

を したコー ー を 生 や 者に

開 する。

開

域 の な トの と、 らの する 報

３

年に建築設計・ 生 運営会社 社を設

した。 ト・コト・モ の を活かし、 と協

して、 域 を生 す会社を目 した。 域

の 調 から、 ながらの を に える た

ち と協

することまで、今までにない体 を提供し、 々な

組を り た。

オーナー制 来者の投 により、 の

建築を改 し、 生 として運営する。

を とした 社が 画・設計・運営を し、

が空間 くりに 画した。

イ ラ ー制 改 した 生 に

の を展 し、 者に空間体 を提供する。

り制 お が 時間の体 を して、

と同 空間 で交流の機会を設け、 文

化や の を深める。 に対して の

数 や新しいアイ アを る機会も提供している。

社は、協 者と 員が 、 が

であり、新たな の取り に している。

は の ン会社、 会社に委 する。

アプ 開発 ルーム ー スメ ー確 、 ン

タル 文だけでなく、観 報や 報も

手できる。 者と 域の や ー スなどを 。

多国 対応で 国 にも対応でき、 々なお に対し

て 域の ト・コト・モ にア セスしやすくしてい

る。その 果、 域とお の交流を がし、 も

来者を受け れるようになった。

・ ストラン・ショップの開設 事 期、

域では を提供する が少なく、

、 ストラン を開設した。観 だけでなく

の ーターも多く、 域に 付いたス ースとなっ

ている。 をメインとし、 く 提供者 刻

と 農 提供者 を き んで運営して

いる。また、 性を重 した などの新たな

を展開するため、 を開設した。

開

の事 により、 域に新しい が生 、

域に刺激を えている。 年、 の

を 表とする一 社 社が ち ら

れた。 を未来に するため、また、新たな

をつくるために、 を の を えたメ

ン ーが、まちの 生を目 している。

と の 、 は、 来者と

者を 点となり、 域内の ット ー

が重 化して拡がり、 を 若手の 者がチ

ームを って、コ テ ス化による 域課

題の を り す。 は「今までにない機 を

つ ト 新しい し 」として、 観的な で、

社 事 に新しい 報と 域のしがら に われない

断を提供する。空き を ・ として

り こして、不 流 にのせるだけでなく、 域

に不足する機 の を行っている。 えば 年に

オープンした ン は、 も して

社が した。また、 年 、 では 展

、 のコー ー、 などの展 と

を開催した。

２ ２． HN 開

の は 少、少

化、空き などの 域課題を し、 域の

活を目論んで空き 生による 設を構 した。

表的な 間 の内発型 生 事 である。図

は内発型 生 事 各 の ト・コト・モ の

性の展開を表したものである。

１

には 位 があり、 年

より 別 事 の 事 が まった。

位で できる の 以 、 の

も 請 のため、日 観 会 の

は、 の大きな 造り 、

の活 と 文化 の 計画を てた。日

活性化協議会の で提 したが、 がなく

続運営に があるため した。 は

で 事 の 事を て、 の 総

ア イ ー に し、日 活性化のあり方に

ついて した。 に 建 から

めることをア イスされ、 国農 の農 推

事 の 報も提供された。

２

空き を活 するため、 を に、同

志を つメン ー 場 員 、

事 、大 市 の 別 事 ア

イ ー 、 大 が集まって、一

社 社を設 した。 は一 建築士

を する ターン者であり、日 にある の

文化 の改 に わっていたとこ を最 に引き ま
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イナーの構 を重 し、 域住 を えて

しなかった。

３

年 に運営を開 した。 生 の運営は、

の に ら 、 行 しながら めている。

スタッ の 者・ 都

の 域おこし協力 員・ 者 は、チ ッ

イン・ ・ 内を する。 は 者や

ン会社、 会社に委 する。体 について、 の

特 に く体 プランを り たが、 は、

もない 間 の農村環境が であった。

体 の つ に し、 時間

で 目を う。 の と を目的として、

で新しく ち た若者 が に体

を している 組体 。

の 付け体 組体 。

体 の が提供する。

体 者多い。 は の 報提供により 画

体 農 が を提供し、 は シ

を ながら自分で る。 シ は

が ったが、 の期待に え 、 の

同 生、 の 員・ と農による

域 くり推 者 から推 を受けた 都市

の シ に した。 の開設で、

び 者がいる時に、観 と 者に 事

とコー ーを提供することになり、 の ーター

も多く、 域の 場 として が深まりつつある。

また、 の は の空き

を したコー ー を 生 や 者に

開 する。

開

域 の な トの と、 らの する 報
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の であり、 の建築 が に されてい

るため、 生 として活 することになった。それ

に って重 建に が かったオーナーの も

協議会のメン ーになった。 協議会建築

委員会の が 回りと の改 を し、

協議会の他のメン ーは改 、

など を調 し、 の大 の建築 社の

が 者として設計のア イスを行った。

改 について、 期 不足のため、 は

告会社の 同 社 表 からア イ

スを受け、最 の 回り改 と ・

・ という方 が ま

った。市 と し、行 から が

された。 続的に事 を展開させるために、 目以

の改 は、 たり までとすることにな

った。

３

各方 の および協 に いて、 生

事 を拡大するため、 は 社内 で

と を設 した。 の 市 観 課の

は の 者として運営と体 ー

スの計画を した。 の は の

者として 、受 、調 などを った。 年、

の に を り、 社による

の投 と ラウ ン ン の で改

して、運営を開 した。同年、社内 社 の 者

が する を 社が りて

と重 建の を して改 し、運営を めた。

の 者は の 士 であり、

投 で改 し、委 の で 社が運営して

いる。 協議会建築委員会の が改

を した。 協議会の 不

の により、 の と を

社が した。文化 の を し、 協議

会建築委員会の が改 を した。

年、 野 ターンの 住者 国から

市 の 向 あり は の後 者とし

て、 社に かれた。

を 本 ー スとして に提供し、 は

テル が提供し、 の と

提 している。 は 者、 ン会社や 会社

に委 している。 域文化体 プロ ラムが提供され、

との がりも生 されている。

・ 体 が や り、

味 、若 、若 めのう細 、若 。

体 の らと タス り。

景観体 文化 のお 、自 の め り

。

農 体 の 体 、 置 体 。

開

を に、 を設 し、アメ の

を 者として 観 の 報発 を開

した。 を に、 の を し、 年

から重 建 の において の運営

を めた。また、 は、自宅 に の に

より、重 建 内の 空き を した。とも

に 協議会建築委員会の が改

を した。 社前の と の は市

に していた時に、 域文化をテー とする

事 に 感していた。 は、 年に設 され

た文化交流課で改 のア イスや の 報提供

などを している。 は と同時期に開設

した から改 した ・ を

の 表観 設として 国に している。

内 者の と 者 の複 的 点による

事 展開が まった。

開

社は 観 の として、 を

とした 展開と同時に、 を に重 的に

域事 を展開し めた。 年志 に 者とと

もに し、 会社 を設 し、 ストランを

設した 生 を運営している。同年、 に

お と 生 、 、お 造 、農 者等が

して に取り組 体 プロ ラムを開発した。

年、 に 住 、 域 活性

化 機構 、 行 ループとともに、 生

のプラット ームとなる 社を設 し、 年

に を改 した 設を開設し、 社が

運営受 する である。 の にある 存 設

の ーアルや運営、 報 など協力している。

新幹 を え、 や の 力を

え、市内 の となることを目 す。 年、 の

の一 を改 し、 場野 を とした ス

トランを 行オープンさせた。また、新 開発、

事 オンラインで や ー スを する事

を展開しており、自社 の開発を に める で

と により、 域 の 発 につながる 志

による構 の第一 が 化された。これらをさら

に展開し、 域 を向 させるために、 生 事

の 化や 行、新たな スが 画されている。

生 事 では、 を、 時に展 会会

場として し すことにより ンタルス ース 、

者以 にも空間体 の機会を提供し、 者の

の を やすために、イタ アン ストラン

の と農による 域 くりによりつくられた の

ターン者シ との協 による 調 を 画

し、 の 者と少数の 域住 だけでは

の 運営を できないことに 付き、空き

改 による 目の 生 を計画している。その他

では、 社として を し、

の協力を て、新たな特 開発を かし めている。

２ ３． 開

社は、 セ による事 の一環として、

市の重要 的建造 存 を に

複数の 等を 生 に ベーションし、

生に している。事 の 者は、 ターン

者 から 野 の ターン 住者 に引

き がれて 続している。 間 、行 協力の複合

型 生 事 である。図 は、複合型 生 事

各 の ト・コト・モ の 性の展開を表したも

のである。

１

の 告会社在 に、 の は、

やメ アなどの開発に わってきた を活かし、

年から 年まで 文化のまち くり計画

を 成した。

一方、 年に が重要 的建造 以

、重 建 存 に されたことをきっかけと

して、 の 的 の 存・ ・活 を目

す 間組 協議会 メン ー が設

された。

市 活性化事 が 国で展開する 、 時の

市 と 会議 会 は セ 設

の計画を し、 年、 市は を し、

社を設 した。 年から 社は、市の委 とし

て、新築の の と ストラン を し、

イベントの運営を に事 展開した。

２

年、 から ターンした は 社に

社し、 協議会と を築いていく。 年

に 社 で、観 力創造事 の を

し、重 建 を活性化する方 の調 が まった。

同時に、 の 報発 や 開発などの事

も開 した。 年に が した ーテ ン

で、 協議会建築委員会の を て、

のオーナー と り合った。 は明 期
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の であり、 の建築 が に されてい

るため、 生 として活 することになった。それ

に って重 建に が かったオーナーの も

協議会のメン ーになった。 協議会建築

委員会の が 回りと の改 を し、

協議会の他のメン ーは改 、

など を調 し、 の大 の建築 社の

が 者として設計のア イスを行った。

改 について、 期 不足のため、 は

告会社の 同 社 表 からア イ

スを受け、最 の 回り改 と ・

・ という方 が ま

った。市 と し、行 から が

された。 続的に事 を展開させるために、 目以

の改 は、 たり までとすることにな

った。

３

各方 の および協 に いて、 生

事 を拡大するため、 は 社内 で

と を設 した。 の 市 観 課の

は の 者として運営と体 ー

スの計画を した。 の は の

者として 、受 、調 などを った。 年、

の に を り、 社による

の投 と ラウ ン ン の で改

して、運営を開 した。同年、社内 社 の 者

が する を 社が りて

と重 建の を して改 し、運営を めた。

の 者は の 士 であり、

投 で改 し、委 の で 社が運営して

いる。 協議会建築委員会の が改

を した。 協議会の 不

の により、 の と を

社が した。文化 の を し、 協議

会建築委員会の が改 を した。

年、 野 ターンの 住者 国から

市 の 向 あり は の後 者とし

て、 社に かれた。

を 本 ー スとして に提供し、 は

テル が提供し、 の と

提 している。 は 者、 ン会社や 会社

に委 している。 域文化体 プロ ラムが提供され、

との がりも生 されている。

・ 体 が や り、

味 、若 、若 めのう細 、若 。

体 の らと タス り。

景観体 文化 のお 、自 の め り

。

農 体 の 体 、 置 体 。

開

を に、 を設 し、アメ の

を 者として 観 の 報発 を開

した。 を に、 の を し、 年

から重 建 の において の運営

を めた。また、 は、自宅 に の に

より、重 建 内の 空き を した。とも

に 協議会建築委員会の が改

を した。 社前の と の は市

に していた時に、 域文化をテー とする

事 に 感していた。 は、 年に設 され

た文化交流課で改 のア イスや の 報提供

などを している。 は と同時期に開設

した から改 した ・ を

の 表観 設として 国に している。

内 者の と 者 の複 的 点による

事 展開が まった。

開

社は 観 の として、 を

とした 展開と同時に、 を に重 的に

域事 を展開し めた。 年志 に 者とと

もに し、 会社 を設 し、 ストランを

設した 生 を運営している。同年、 に

お と 生 、 、お 造 、農 者等が

して に取り組 体 プロ ラムを開発した。

年、 に 住 、 域 活性

化 機構 、 行 ループとともに、 生

のプラット ームとなる 社を設 し、 年

に を改 した 設を開設し、 社が

運営受 する である。 の にある 存 設

の ーアルや運営、 報 など協力している。

新幹 を え、 や の 力を

え、市内 の となることを目 す。 年、 の

の一 を改 し、 場野 を とした ス

トランを 行オープンさせた。また、新 開発、

事 オンラインで や ー スを する事

を展開しており、自社 の開発を に める で
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来者の 住と事 展開で に刺激を え、 域

活 の意 を させる。 来者は、 者に

けしながら 生 事 を し、 々に 感者を

やし、 域から められた。一方、 者は刺激に

応して、同一化することを けつつ 来者の事 と

え合う を築き、 域を 活するために 者が

めた事 に 来者を った。 果として 的な協

が生まれているというような内 互 を

成した。

発型 生 は、 域文化を とした内 互

的な により成 している。

３ ２．

萌芽 では、 志は 域課題と 域文化

を目的に空き 活 を計画する。 内 から改 や

運営などのア イスと など の

報を 的に取 し、 空き 等 活 を計画す

る。

計画 では、 の 生 組 営に

感する者を に、設計や改 の を して

の 者などと 生 空間 くりを協 する。

協 者の 点により、 生 の 性を

発 し、 からの学びを に する。

運営発展 では、 運営体制を し、 生

等 設の運営に 力する。 体 プロ ラム、 開

発等を展開する。 事の創 と新たな の び

がなされる。 や協力者との により、

から た を 域に ー ッ する。

展開 では、 から た ト・コト・モ

の を活 して、 事 拡大に 力し、事 の運営

体制を える。

内発型 生 各 の特 は、 域課題と 域

を した内 者が、 られた内 の トを活かし

つつ、空間や の インなど内 の トでは えな

いとこ は、 域 を最大化させることのできる

な の トを することにより、 的に い

刺激を受ける。 域に受け れられつつ に 的

な を り えて 域は 化する。

内発型 生 成 の 組 として、 はあくま

でも内 者であり、 来者との を築いている。

３ ３．

萌芽 では、 域文化 と 域課題 に向

けて、複数事 が き す。

計画 では、内 の 生 組 営者は、

生 の 性を発 し、 内 各方組 の協 者

と および協 を築いて、 から 空

き 活 のア イスと 報を 的に取

する。 設計や改 の と 者などの

協力者により、 生 空間 くりを協 する。

運営発展 では、 等の を 的

に活 し、複数の 生 を展開する。 体 プロ

ラムや 開発等を めることにより、 事が創

される。一方、 新たな事 展開を図るために 来の

生 組 営 者を く。 複数 生 の運

営により、運営協力者、 域文化 者や と

の が拡がる。

複合型 生 の特 として 展開 と 域展

開 とが 行して 展し、 果を る。

展開 では、 内 者 生 組 営者が

して、 域 報を 的に 国 に発

する。 来の 生 組 営者が して、内

の組 営者の により事 を拡大する。

域展開 では、 域の 域課題の や 域

の活 に 的に わり、複数の や 体、

協 者と協力し、 域 域 を推 する。

複合型 生 事 各 の特 は、 域文化の

と 域課題 に対して、内 者と 者の複 的

な 点を することである。 者と 来者は同

で事 を ち 、 者が、互いに け合い、

で られる以 の成果を る内 の である。

その 果として、 内 者 ・ 域 者

といった重 的な ト・モ ・コトの 性を 成し

て 域 活を図るといった 果を くことができ

る。

．

本研究は、 では、 発型・内発型・複合型の

生 の 表的 事 を対 に、 ト・コト・モ の

性の展開と拡がりを した。これをもとに、

では、 域 活と 域文化 に する 発型・

内発型・複合型 生 成 の 組 の特 を以 の

り明らかにした。

発型 生 来者の 点で、 ト・コト・

モ を 生 の要 として展開され、内 互

が生まれ、 域文化 と 域 活を推 する。

内発型 生 内 者が 域 で、 生

の から た により、内 を構築し、

発型 生 内発型 生 複合型 生

萌

芽

域の 性の発 と空き の個

的活

域課題と 域文化 に き

から 報を 的に取

複数事 が き す

計

画

生 の空間 くりを して

域との がりが発生

生 の空間 くりを して

との がりが発生

内 各方と ・協 を築き、 生

の空間 くりを して と がる

運

営

発

展

事 拡 ・ 域 活に 事 運営、 事創 と 域協 事 運営、 事創 と 域協

展

開

域 くり の と 域活性化 事 拡大 力

域

展

開 展開 と 域展開 とが 行

展する。内 と し、 に発 する。

協 者と協力し、 域 域の を推

する。

ある。同年、観 の 成 事 を活

し、「 ・自 ・文化体 」の組 合わせで コー

スをプラン ン している。

３．

生 組 営者を に、 発型・内発型・複

合型 に事 成 と展開のプロセスを し 表 、

それ れの特 を明らかにする。

３ １．

萌芽 では、 域が する テンシ ルを発 し

た 来者が 住し、 空き 等 を個 的に

する。 り合いの 者を て、事 発展の

性を発 する。

計画 では、 来の 生 組 営者を

に、設計や改 の 、 者などが

協 する。 域文化 者と協 して空間 くりを

行う。 域文化 の 感をきっかけに 建築

を改 し、 生 事 を開 する。

運営発展 では、 の を して、事

を拡 する 複数 生 を開設 。 体 プロ ラ

ム、 開発等を展開する。 事の創 と新たな

の び がなされる。 や運営協力者との

により 域 活に し、 域の を する。

展開 では、 域 を向 させるために、

域 くり活 画する。 その 果として 域の

活性化に を える。

発型 生 各 の特 は、 来者の 点から、

域の 性を発 し、空き を 域 として活

することであり、次の として、 生 の を

るために、 域の 向 に向かうことである。

来の 生 組 営者は 域の トのつながりを

し、 域は 者にはない 来者の 力を活 す

る。
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来者の 住と事 展開で に刺激を え、 域

活 の意 を させる。 来者は、 者に

けしながら 生 事 を し、 々に 感者を

やし、 域から められた。一方、 者は刺激に

応して、同一化することを けつつ 来者の事 と

え合う を築き、 域を 活するために 者が

めた事 に 来者を った。 果として 的な協

が生まれているというような内 互 を

成した。

発型 生 は、 域文化を とした内 互

的な により成 している。

３ ２．

萌芽 では、 志は 域課題と 域文化

を目的に空き 活 を計画する。 内 から改 や

運営などのア イスと など の

報を 的に取 し、 空き 等 活 を計画す

る。

計画 では、 の 生 組 営に

感する者を に、設計や改 の を して

の 者などと 生 空間 くりを協 する。

協 者の 点により、 生 の 性を

発 し、 からの学びを に する。

運営発展 では、 運営体制を し、 生

等 設の運営に 力する。 体 プロ ラム、 開

発等を展開する。 事の創 と新たな の び

がなされる。 や協力者との により、

から た を 域に ー ッ する。

展開 では、 から た ト・コト・モ

の を活 して、 事 拡大に 力し、事 の運営

体制を える。

内発型 生 各 の特 は、 域課題と 域

を した内 者が、 られた内 の トを活かし

つつ、空間や の インなど内 の トでは えな

いとこ は、 域 を最大化させることのできる

な の トを することにより、 的に い

刺激を受ける。 域に受け れられつつ に 的

な を り えて 域は 化する。

内発型 生 成 の 組 として、 はあくま

でも内 者であり、 来者との を築いている。

３ ３．

萌芽 では、 域文化 と 域課題 に向

けて、複数事 が き す。

計画 では、内 の 生 組 営者は、

生 の 性を発 し、 内 各方組 の協 者

と および協 を築いて、 から 空

き 活 のア イスと 報を 的に取

する。 設計や改 の と 者などの

協力者により、 生 空間 くりを協 する。

運営発展 では、 等の を 的

に活 し、複数の 生 を展開する。 体 プロ

ラムや 開発等を めることにより、 事が創

される。一方、 新たな事 展開を図るために 来の

生 組 営 者を く。 複数 生 の運

営により、運営協力者、 域文化 者や と

の が拡がる。

複合型 生 の特 として 展開 と 域展

開 とが 行して 展し、 果を る。

展開 では、 内 者 生 組 営者が

して、 域 報を 的に 国 に発

する。 来の 生 組 営者が して、内

の組 営者の により事 を拡大する。

域展開 では、 域の 域課題の や 域

の活 に 的に わり、複数の や 体、

協 者と協力し、 域 域 を推 する。

複合型 生 事 各 の特 は、 域文化の

と 域課題 に対して、内 者と 者の複 的

な 点を することである。 者と 来者は同

で事 を ち 、 者が、互いに け合い、

で られる以 の成果を る内 の である。

その 果として、 内 者 ・ 域 者

といった重 的な ト・モ ・コトの 性を 成し

て 域 活を図るといった 果を くことができ

る。

．

本研究は、 では、 発型・内発型・複合型の

生 の 表的 事 を対 に、 ト・コト・モ の

性の展開と拡がりを した。これをもとに、

では、 域 活と 域文化 に する 発型・

内発型・複合型 生 成 の 組 の特 を以 の

り明らかにした。

発型 生 来者の 点で、 ト・コト・

モ を 生 の要 として展開され、内 互

が生まれ、 域文化 と 域 活を推 する。

内発型 生 内 者が 域 で、 生

の から た により、内 を構築し、
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に に 研究

に

A Study on Process of Making Local Community Place by Utilizing Vacant Houses
-Case Study of Setagaya Ward Vacant Houses and Other Community Contribution Utilization Projects-

１．研究

１ 目

少が 、空き が し続けている。空き

は防災 、 生 、景観 の 題により社会的 題となっ

ている。 年には「空 等対 の推 に する特別

置 」が 行され、空き に する計画 や調 、

活 などの対応が図れつつある。一方、社会 の 化

から の 化が 行している。こうした で空き

を活 して 域住 が に集まれる 場 くりの取

組 も少し つ られつつある。

本研究では空き 活 と 域の 場 以 、

場 くりを同時 行させ、総合的な を行ってい

る「 空き 等 域 活 事 」 ２ 以 、活

事 を取り 、空き 活 による 場 くりの

プロセスを明らかにすることを目的とする。 場 く

りのプロセスを、 空き の 、２ 場 の

開設 、 場 の運営 の つに分け、各プロ

セスを した で、 では 空き 者の特 、

の 害要 を、２ では 空き 活 の 機、

改 、 改 内容を、 では 運営 体の 別

の運営 数と活 頻 、 を明らかにする。

２ 研究

国的な空き 対 制 に する研究について、

らは 国自 体の空き 対 は 制 の画一

化の 向が で、空き 対 と 域 くりを同時 行

させることが 要であると べている。 都 の空

き 活 に する研究について、 ２ らは空き

活 事 を める 行 の事 特 を明らかにし

ている。 らは同活 事 を行 が空き 活 の

ためのモ ル事 を する 事 と位置付け、事

設計や運 から している。活 を する の

存続の重要性と、 者と事 者の 的 場の存在が

空き 活 において 要であることを べていた。

場 くりに する研究について、後 ４ らは住宅を

開 し、コ テ ス ースとして している 点

を対 に改 について改 事、 調 を明らかにし

　This paper aims to clarify the process of making local community place by utilizing vacant 
houses in the "registration," "establishment," and "operation" stages.
　Findings are as follows: 1) A rare case of vacant houses provided for the community, but a 
phenomenon unique to Setagaya Ward, which has a higher demand for vacant houses compared 
to regional cities. 2) Subsidies are considered to be important in establishing a local community 
place, as most of the organizations use subsidies as a source of funds for renovating vacant 
houses. 3) Individuals tend to operate local community places less frequently due to their heavy 
burden, while incorporated groups tend to operate more frequently. 

Keywords :  Vacant house utilization , Making local community place , Community contribution ,
Setagaya Ward , Subsidy
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ト・コト・モ が され、 域文化を し、

域 を最大化させる。

複合型 生 内 複 的な 点で、 域と

域の重 的な ト・モ ・コト を展開した 生

は、内 が生まれ、 域文化 と 域課

題 が される。

ト モ コトの 性の や内容、展開の は

異なるが、 生 事 を 域文化 や 域 活に

つな ていくためには、い れの型も 域内 に対し

て協 を築いていくことが 要となる。

域文化を とする 生 による 域文化

と 域 生の計画 論の構築に向けて、本研究におい

て以 の 点を明らかにした。

営 体の い 者・ 来者など により、

域文化 や 域 生に る が異なる。しかし、

空き 活 には、 域 の ト コトを活かすこ

とが であることは する。 ト コト モ の

性を 域 に開くことは、 化した 域内の

性に刺激を え、 域 活につながる 性がある。

活 による 域 生は、モ の計画だけでな

く、 域文化体 プロ ラムなどのコトの開発も同

に重要である。 域文化体 プロ ラムを する 生

の運営は、各方 との協力・協 を生 し、

域 生と 域文化 を す。その においても

トと トのつながりを生 。

以 の ト・コト・モ のつながりは 営 体が

異なっても同 ように 的に展開しており、 生

による 域文化 と 域 生の計画 論は、萌芽

から 域展開 などの に 目することが重

要である。

本研究の 調 にあたり、 市 ・ 日 ・

市 後 の 生 事 の にご協力いただ

きました。 して感 の意を表します。
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